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(57)【要約】
【課題】最上位の階層に属するメニュー項目を表示する
までに要する時間を短縮できるようにする。
【解決手段】プロジェクター１００は、投射部１１０と
、操作部１３０と、操作部１３０が、最上位階層に属す
る最上位メニュー項目を選択する操作を受け付けると、
投射部１１０に中位階層に属する中位メニュー項目を表
示させ、操作部１３０が、中位メニュー項目を選択する
操作を受け付けると、投射部１１０に最下位階層に属す
る最下位メニュー項目を表示させる制御部１７０と、を
備え、制御部１７０は、投射部１１０が最下位メニュー
項目を表示しているときに、操作部１３０が短押し操作
を受け付けると、投射部１１０に中位メニュー項目を表
示させ、最下位メニュー項目を表示しているときに、操
作部１３０が長押し操作を受け付けると、投射部１１０
に最上位メニュー項目を表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メニュー項目を表示する表示部と、
　操作を受け付ける操作部と、
　前記操作部が、最上位の第１の階層に属する第１のメニュー項目を選択する操作を受け
付けると、前記表示部に前記第１の階層の下位である第２の階層に属する第２のメニュー
項目を表示させ、前記操作部が、前記第２のメニュー項目を選択する操作を受け付けると
、前記表示部に前記第２の階層の下位である第３の階層に属する第３のメニュー項目を表
示させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記表示部が前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第１の操作
を受け付けると、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示させ、前記第３のメニュー
項目を表示しているときに、前記操作部が第２の操作を受け付けると、前記表示部に前記
第１のメニュー項目を表示させる、
　画像表示装置。
【請求項２】
　前記第１のメニュー項目、前記第２のメニュー項目、及び前記第３のメニュー項目が操
作された操作順を記憶する記憶部を備え、
　前記制御部は、前記第１のメニュー項目が表示しているときに、前記操作部が前記第２
の操作を受け付けると、前記記憶部が記憶する前記操作順に基づいて前記表示部に前記第
３のメニュー項目を表示させる、
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記記憶部は、
　前記第１のメニュー項目ごとに、前記操作順を記憶する、
　請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記第１の操作は前記操作部の第１のボタンへの操作であり、
　前記第２の操作は、前記第１のボタンへの操作であって、前記第１の操作とは異なる操
作である、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　メニュー項目を表示する表示部と、操作を受け付ける操作部と、前記操作部が、最上位
の第１の階層に属する第１のメニュー項目を選択する操作を受け付けると、前記表示部に
前記第１の階層の下位である第２の階層に属する第２のメニュー項目を表示させ、前記操
作部が、前記第２のメニュー項目を選択する操作を受け付けると、前記表示部に前記第２
の階層の下位である第３の階層に属する第３のメニュー項目を表示させる制御部と、を備
える画像表示装置の制御方法であって、
　前記制御部は、
　前記表示部が前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第１の操作
を受け付けると、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示させ、前記第３のメニュー
項目を表示しているときに、前記操作部が第２の操作を受け付けると、前記表示部に前記
第１のメニュー項目を表示させる、
　画像表示装置の制御方法。
【請求項６】
　メニュー項目を表示する表示部と、操作を受け付ける操作部とを備える画像表示装置の
制御部により実行されるプログラムであって、
　前記制御部に、
　前記操作部が、最上位の第１の階層に属する第１のメニュー項目を選択する操作を受け
付けると、前記表示部に前記第１の階層の下位である第２の階層に属する第２のメニュー
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項目を表示させ、前記操作部が、前記第２のメニュー項目を選択する操作を受け付けると
、前記表示部に前記第２の階層の下位である第３の階層に属する第３のメニュー項目を表
示させ、
　前記表示部が前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第１の操作
を受け付けると、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示させ、前記第３のメニュー
項目を表示しているときに、前記操作部が第２の操作を受け付けると、前記表示部に前記
第１のメニュー項目を表示させる、
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、画像表示装置の制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、所定の階層に属するメニュー項目を表示させる技術が知られている（例えば、特
許文献１参照）。特許文献１では、メニューモード終了後、所定期間内にメニューモード
に移行しようとした場合、前回のメニューモードにおいて最後に表示していた階層に属す
るメニュー項目を表示し、所定期間後にメニューモードに移行しようとした場合、最上位
の階層に属するメニュー項目を表示する技術を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３２３９４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１は、最上位の階層に属するメニュー項目を表示するためには
所定期間の経過を待つか１つずつ階層を上るかのいずれかが必要であり、最上位の階層に
属するメニュー項目を表示するまでに時間を要してしまう。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、最上位の階層に属するメニュー
項目を表示するまでに要する時間を短縮できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の画像表示装置は、メニュー項目を表示する表示部
と、操作を受け付ける操作部と、前記操作部が、最上位の第１の階層に属する第１のメニ
ュー項目を選択する操作を受け付けると、前記表示部に前記第１の階層の下位である第２
の階層に属する第２のメニュー項目を表示させ、前記操作部が、前記第２のメニュー項目
を選択する操作を受け付けると、前記表示部に前記第２の階層の下位である第３の階層に
属する第３のメニュー項目を表示させる制御部と、を備え、前記制御部は、前記表示部が
前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第１の操作を受け付けると
、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示させ、前記第３のメニュー項目を表示して
いるときに、前記操作部が第２の操作を受け付けると、前記表示部に前記第１のメニュー
項目を表示させる。
　本発明によれば、第３のメニュー項目を表示しているときに、第２の操作を受け付ける
と第１のメニュー項目を表示させるため、最上位の階層に属するメニュー項目を表示する
際に所定期間の経過を待つことや一つずつ階層を上ること等の必要がない。そのため、最
上位の階層に属するメニュー項目を表示するまでに要する時間を短縮できる。また、操作
部が受け付ける操作を異ならせることで、異なる上位の階層に属するメニュー項目を表示
できるため、上位の階層に属するメニュー項目を表示させる際の画像表示装置の使い勝手
が向上する。
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【０００６】
　また、本発明は、前記第１のメニュー項目、前記第２のメニュー項目、及び前記第３の
メニュー項目が操作された操作順を記憶する記憶部を備え、前記制御部は、前記第１のメ
ニュー項目が表示しているときに、前記操作部が前記第２の操作を受け付けると、前記記
憶部が記憶する前記操作順に基づいて前記表示部に前記第３のメニュー項目を表示させる
。
　本発明によれば、記憶部が記憶する操作順に基づいて第３の階層に属する第３メニュー
項目を表示させるため、一つずつ階層を下らなくても下位の階層に属するメニュー項目を
表示できるため、下位の階層に属するメニュー項目を表示するまでに要する時間を短縮で
きる。
【０００７】
　また、本発明は、前記記憶部は、前記第１のメニュー項目ごとに、前記操作順を記憶す
る。
　本発明によれば、第１のメニュー項目ごとに操作順を記憶するため、第１のメニュー項
目ごとに下位の階層に属するメニュー項目を適切に表示できる。
【０００８】
　また、本発明は、前記第１の操作は前記操作部の第１のボタンへの操作であり、前記第
２の操作は、前記第１のボタンへの操作であって、前記第１の操作とは異なる操作である
。
　本発明によれば、第１の操作が第１のボタンへの操作であり、第２の操作が第１のボタ
ンへの操作であって第１の操作とは異なる操作であるため、操作の種類ごとに対応するボ
タンを設ける必要がない。そのため、画像表示装置の使い勝手の向上を図りつつ、画像表
示装置のコストを削減できる。
【０００９】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、メニュー項目を表示する表示部と、操作
を受け付ける操作部と、前記操作部が、最上位の第１の階層に属する第１のメニュー項目
を選択する操作を受け付けると、前記表示部に前記第１の階層の下位である第２の階層に
属する第２のメニュー項目を表示させ、前記操作部が、前記第２のメニュー項目を選択す
る操作を受け付けると、前記表示部に前記第２の階層の下位である第３の階層に属する第
３のメニュー項目を表示させる制御部と、を備える画像表示装置の制御方法であって、前
記制御部は、前記表示部が前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が
第１の操作を受け付けると、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示させ、前記第３
のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第２の操作を受け付けると、前記表
示部に前記第１のメニュー項目を表示させる。
　本発明によれば、第３のメニュー項目を表示しているときに、第２の操作を受け付ける
と第１のメニュー項目を表示させるため、最上位の階層に属するメニュー項目を表示する
際に所定期間の経過を待つことや一つずつ階層を上ること等の必要がない。そのため、最
上位の階層に属するメニュー項目を表示するまでに要する時間を短縮できる。また、操作
部が受け付ける操作を異ならせることで、異なる上位の階層に属するメニュー項目を表示
できるため、上位の階層に属するメニュー項目を表示させる際の画像表示装置の使い勝手
が向上する。
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、メニュー項目を表示する表示部と、操作
を受け付ける操作部とを備える画像表示装置の制御部により実行されるプログラムであっ
て、前記制御部に、前記操作部が、最上位の第１の階層に属する第１のメニュー項目を選
択する操作を受け付けると、前記表示部に前記第１の階層の下位である第２の階層に属す
る第２のメニュー項目を表示させ、前記操作部が、前記第２のメニュー項目を選択する操
作を受け付けると、前記表示部に前記第２の階層の下位である第３の階層に属する第３の
メニュー項目を表示させ、前記表示部が前記第３のメニュー項目を表示しているときに、
前記操作部が第１の操作を受け付けると、前記表示部に前記第２のメニュー項目を表示さ
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せ、前記第３のメニュー項目を表示しているときに、前記操作部が第２の操作を受け付け
ると、前記表示部に前記第１のメニュー項目を表示させる。
　本発明によれば、第３のメニュー項目を表示しているときに、第２の操作を受け付ける
と第１のメニュー項目を表示させるため、最上位の階層に属するメニュー項目を表示する
際に所定期間の経過を待つことや一つずつ階層を上ること等の必要がない。そのため、最
上位の階層に属するメニュー項目を表示するまでに要する時間を短縮できる。また、操作
部が受け付ける操作を異ならせることで、異なる上位の階層に属するメニュー項目を表示
できるため、上位の階層に属するメニュー項目を表示させる際の画像表示装置の使い勝手
が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】プロジェクターの構成を示す図。
【図２】操作パネルの一例を示す図。
【図３】階層と階層が有するメニュー項目ＭＫとの一例を示す図。
【図４】プロジェクターの動作を示すフローチャート。
【図５】操作と階層移行との関係を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、プロジェクター１００（画像表示装置）の構成を示す図である。
【００１３】
　プロジェクター１００は、投射対象に画像光を投射して、投射対象の面に画像データに
基づく画像を形成する。プロジェクター１００が画像を投射する投射対象は、平面であっ
ても曲面や凹凸面であってもよいが、本実施形態では、平面で構成されるスクリーンＳＣ
に投射する場合を例示する。スクリーンＳＣは、壁面等の固定された平面を利用してもよ
いし、吊り上げ式や立ち上げ式等の幕状のスクリーンであってもよい。プロジェクター１
００は、画像光を投射する投射開口部（不図示）が設けられる。投射開口部は、プロジェ
クター１００に内蔵される投射光学系１１３が光を放射する開口部である。
【００１４】
　プロジェクター１００は、画像入力Ｉ／Ｆ部１５１を備える。画像入力Ｉ／Ｆ部１５１
は、ケーブルを接続するコネクター及びインターフェース回路（いずれも不図示）の少な
くともいずれかを備える。
　画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、外部から送信される信号を受信する。画像入力Ｉ／Ｆ部１
５１は、受信した信号に含まれる画像データや、同期信号（垂直同期信号及び水平同期信
号）を取り出す。画像入力Ｉ／Ｆ部１５１は、取り出した画像データをフレームメモリー
１５３に出力して、フレームメモリー１５３に記憶させ、また、同期信号を画像処理部１
５５や、制御部１７０に出力する。画像処理部１５５は、同期信号に同期して画像データ
に対する処理を行う。また、制御部１７０は、同期信号に基づいて、プロジェクター１０
０を構成する各部の動作を制御する。
【００１５】
　画像入力Ｉ／Ｆ部１５１のインターフェースは、例えば、以下のインターフェースを用
いることができる。
　インターフェースとして、ＨＤＭＩ｛登録商標（High-Definition Multimedia Interfa
ce）｝や、Ｄｉｓｐｌａｙｐｏｒｔ、ＭＨＬ（Mobile High-definition Link、登録商標
）、ＨＤＢａｓｅＴ（登録商標）、Ｔｈｕｎｄｅｒｂｏｌｔ（登録商標）、ＵＳＢ Ｔｙ
ｐｅ－Ｃ、３Ｇ－ＳＤＩ（Serial Digital Interface）等の映像信号及び音声信号をデジ
タルで伝送可能なインターフェースを用いることができる。また、インターフェースとし
て、イーサネット（登録商標）、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ等のデータ通信用のインター
フェースを用いることができる。また、外部とプロジェクター１００とにＲＣＡ端子や、
ＶＧＡ端子、Ｓ端子、Ｄ端子等のアナログの映像端子を設けて、アナログの映像信号を送
受信する構成であってもよい。
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【００１６】
　プロジェクター１００は、光学的な画像を形成してスクリーンＳＣに投射する投射部１
１０と、投射部１１０を駆動する駆動部１２０とを備える。投射部１１０は、光源部１１
１、光変調装置１１２、及び、投射光学系１１３を備える。また、駆動部１２０は、光源
駆動部１２１、光変調装置駆動部１２２、及び、投射光学系駆動部１２３を備える。投射
部１１０は本発明の「表示部」に相当する。
【００１７】
　光源部１１１は、キセノンランプ、超高圧水銀ランプ、ＬＥＤ（Light Emitting Diode
）又はレーザー光源等の光源を備える。また、光源部１１１は、光源が発した光を光変調
装置１１２に導くリフレクター及び補助リフレクターを備えていてもよい。さらに光源部
１１１は、投射光の光学特性を高めるためのレンズ群、偏光板、又は光源が発した光の光
量を光変調装置１１２に至る経路上で低減させる調光素子等（いずれも不図示）を備えて
いてもよい。
【００１８】
　光源部１１１は、光源駆動部１２１により駆動される。光源駆動部１２１は、バス１８
０に接続され、同じくバス１８０に接続された制御部１７０（後述）の制御に従って、光
源部１１１の光源を点灯又は消灯させる。
【００１９】
　光変調装置１１２は、例えばＲＧＢの三原色に対応した３枚の液晶パネルを備える。光
源部１１１が発した光は、ダイクロイックミラーや、反射ミラー、リレーレンズ等（いず
れも不図示）によってＲＧＢの３色の色光に分離され、対応する色の液晶パネルに入射さ
れる。３枚の液晶パネルは、透過型の液晶パネルであり、透過する光を変調して画像光を
生成する。各液晶パネルを通過して変調された画像光は、クロスダイクロイックプリズム
等の合成光学系によって合成され、投射光学系１１３に射出される。
【００２０】
　光変調装置１１２は、光変調装置駆動部１２２により駆動される。光変調装置駆動部１
２２は、バス１８０に接続され、制御部１７０の制御に従って光変調装置１１２を駆動す
る。
　光変調装置駆動部１２２は、画像処理部１５５から入力される画像データに基づいて、
液晶パネルを駆動する駆動信号をＲ，Ｇ，Ｂの色ごとに生成する。光変調装置駆動部１２
２は、生成したＲ，Ｇ，Ｂの駆動信号に基づいて対応する色の液晶パネルを駆動し、各液
晶パネルに画像を描画する。
【００２１】
　投射光学系１１３は、光変調装置１１２により変調された画像光をスクリーンＳＣ方向
へ投射して、スクリーンＳＣ上に結像させるレンズ群を備える。また、投射光学系１１３
は、スクリーンＳＣの投射画像の拡大・縮小及び焦点の調整を行うズーム機構、フォーカ
スの調整を行うフォーカス調整機構を備えていてもよい。
【００２２】
　投射光学系１１３は、投射光学系駆動部１２３により駆動される。投射光学系駆動部１
２３は、例えば、モーターを備え、制御部１７０の制御に従ってモーターを駆動して、ズ
ームやフォーカスの調整を行う。
【００２３】
　プロジェクター１００は、操作部１３０を備える。操作部１３０は、操作パネル１３１
、リモコン受光部１３３及び入出力Ｉ／Ｆ部１３５を備える。
【００２４】
　ユーザーインターフェースとして機能する操作パネル１３１には、各種の操作ボタン（
ボタン）が設けられる。
【００２５】
　図２は、操作パネル１３１の一例を示す図である。
　図２に示すように、操作パネル１３１は、操作ボタンとして、電源のオンオフを切り替
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えるための電源ボタンＤＢと、各種設定を行うためのＯＳＤ（オンスクリーンディスプレ
イ）メニュー画面をスクリーンＳＣに表示させるメニューボタンＭＢと、ＯＳＤメニュー
画面で選択された項目を確定させる決定ボタンＫＢと、上下左右に対応する４つの方向ボ
タンＨＢ１（ＨＢ）、ＨＢ２（ＨＢ）、ＨＢ３（ＨＢ）、ＨＢ４（ＨＢ）と、所定の動作
の取り消すための取消ボタンＴＢとが設けられる。
【００２６】
　図２に示す操作パネル１３１は、あくまでも一例であって、さらに種々のボタンを備え
てもよい。また、操作パネル１３１が備える各操作ボタンの形状や配置等は、図２に示す
各操作ボタンに限定されない。また、操作パネル１３１は、液晶パネルであり、プロジェ
クター１００を操作可能な各種操作ボタンを表示する構成でもよい。
【００２７】
　入出力Ｉ／Ｆ部１３５は、操作パネル１３１、リモコン受光部１３３及びバス１８０に
接続される。入出力Ｉ／Ｆ部１３５は、操作ボタンが操作されると、操作された操作ボタ
ンに対応した操作信号を制御部１７０に出力する。
【００２８】
　赤外線信号を受光するリモコン受光部１３３は、ユーザーインターフェースとして機能
するリモコン５から送信される赤外線信号を受光する。リモコン５には、操作パネル１３
１に設けれる操作ボタンと同様の操作ボタンが設けられる。リモコン受光部１３３は、受
光した赤外線信号をデコードして、リモコン５における操作内容を示す操作信号を生成し
、制御部１７０に出力する。
【００２９】
　プロジェクター１００は、通信インターフェース部１４５を備える。通信インターフェ
ース部１４５は、制御部１７０の制御で所定の無線通信規格に従って、外部装置との間で
各種データを送受信する。前述した通り、所定の無線通信規格は、例えば、無線ＬＡＮや
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の規格が挙げられる。
【００３０】
　プロジェクター１００は、画像処理系を備える。画像処理系は、プロジェクター１００
の全体を統括的に制御する制御部１７０を中心に構成され、この他に、フレームメモリー
１５３、画像処理部１５５、及び、記憶部１６０を備える。制御部１７０、画像処理部１
５５、及び、記憶部１６０は、バス１８０を介して相互に通信可能に接続される。
【００３１】
　フレームメモリー１５３は、複数のバンクを備える。各バンクは、画像データの１フレ
ームを書き込み可能な記憶容量をする。フレームメモリー１５３は、例えば、ＳＤＲＡＭ
（Synchronous Dynamic Random Access Memory）により構成される。ＳＤＲＡＭは、クロ
ックに同期してデータの読み出し及び書き込みを行うＤＲＡＭである。
【００３２】
　画像処理部１５５は、フレームメモリー１５３に展開された画像データに対して、例え
ば、解像度変換（スケーリング）処理又はリサイズ処理、歪曲収差の補正、形状補正処理
、デジタルズーム処理、画像の色合いや輝度の調整等の処理を行う。画像処理部１５５は
、制御部１７０により指定された処理を実行し、必要に応じて、制御部１７０から入力さ
れるパラメーターを使用して処理を行う。また、画像処理部１５５は、上記のうち複数の
処理を組み合わせて実行することも勿論可能である。
　画像処理部１５５は、処理の終了した画像データをフレームメモリー１５３から読み出
してＯＳＤ処理部１５７に出力する。
【００３３】
　ＯＳＤ処理部１５７は、制御部１７０の制御に基づいて、画像処理部１５５から入力さ
れた画像データが示す画像上に、各種設定を行うためメニュー画面であるＯＳＤメニュー
画面を重畳するための処理を行う。ＯＳＤ処理部１５７は、図示しないＯＳＤメモリーを
備えており、メニュー画像を形成するための図形やフォント等を表す画像データを記憶し
ている。制御部１７０がメニュー画像の重畳を指示すると、ＯＳＤ処理部１５７は、必要
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な画像データをＯＳＤメモリーから読み出して、指定されたメニュー画像を形成するため
のメニュー画像データを生成する。そして、ＯＳＤ処理部１５７は、画像処理部１５５か
ら入力された画像データが示す画像上の所定の位置にメニュー画像が重畳されるように、
画像処理部１５５から入力される画像データにこのメニュー画像データを合成する。メニ
ュー画像データが合成された合成画像データは、光変調装置駆動部１２２に出力される。
なお、制御部１７０からＯＳＤメニュー画面を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ
処理部１５７は、画像処理部１５５から入力される画像データを、そのまま光変調装置駆
動部１２２に出力する。
【００３４】
　記憶部１６０は、例えば、ハードディスク装置等の補助記憶装置である。記憶部１６０
は、フラッシュメモリーやＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable ROM）等
の半導体メモリーや、ＣＤ（Compact Disc）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、ＢＤ
（Blu-ray（登録商標） Disc）等の光ディスクにより代替可能である。記憶部１６０は、
制御部１７０が実行する制御プログラムや、画像処理部１５５が実行する画像処理に使用
するパラメーター等の各種データを記憶する。また、記憶部１６０は、画像データを記憶
する。プロジェクター１００は、記憶部１６０から画像データを読み出して画像処理し、
処理後の画像データを投射部１１０によりスクリーンＳＣに投射する。
【００３５】
　制御部１７０は、ハードウェアとしてＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ及びその他の周辺回路（
いずれも不図示）を備える。ＣＰＵは、演算処理を実行するプロセッサーであり、ＲＯＭ
や記憶部１６０が記憶する制御プログラムに従って演算処理を実行する。ＲＯＭは、不揮
発性のメモリーであり、例えば、制御プログラムや演算データを記憶する。ＲＡＭは、プ
ロセッサーが実行する制御プログラムや演算データを一時記憶するワークエリアとして使
用される。
【００３６】
　本実施形態は、制御部１７０が一つのプロセッサー（ＣＰＵ）を備え、このプロセッサ
ーが制御プログラムに従った処理を実行することで制御部１７０の機能を実現するが、複
数のプロセッサー又は半導体チップにより制御部１７０の機能を実現してもよい。例えば
、制御部１７０が、ＳｏＣ（System-on-a-Chip）やＭＣＵ（Micro Control Unit）、ＦＰ
ＧＡ（Field-Programmable Gate Array）等の副処理装置（co-processor）をさらに備え
る構成であってもよい。また、制御部１７０は、ＣＰＵ及び副処理装置の双方を協働させ
るか、あるいは双方のうちの一方を選択的に用いて各種の制御を行ってもよい。
【００３７】
　制御部１７０は、画像処理部１５５や、ＯＳＤ処理部１５７、駆動部１２０等を制御し
て、スクリーンＳＣに画像を投射させる。具体的には、制御部１７０は、画像処理部１５
５を制御して、フレームメモリー１５３に展開された画像データを画像処理部１５５に処
理させる。この際、制御部１７０は、画像処理部１５５が処理に必要なパラメーターを記
憶部１６０から読み出して画像処理部１５５に出力する。また、制御部１７０は、ＯＳＤ
処理部１５７を制御して、画像処理部１５５から入力された画像データをＯＳＤ処理部１
５７に処理させる。制御部１７０は、操作部１３０がＯＳＤメニュー画面を表示する操作
を受け付けた場合、ＯＳＤメニュー画面を重畳するようＯＳＤ処理部１５７に処理させる
。
【００３８】
　また、制御部１７０は、光源駆動部１２１を制御して光源部１１１の光源を点灯させ、
また、点灯させた光源の輝度を調整させる。さらに、制御部１７０は、光変調装置駆動部
１２２を制御して光変調装置１１２の液晶パネルに画像を描画させる。また、制御部１７
０は、投射光学系駆動部１２３を制御してモーターを駆動させ、投射光学系１１３のズー
ムやフォーカスを調整する。
【００３９】
　投射部１１０の投射によりスクリーンＳＣに表示されるＯＳＤメニュー画面は、複数の
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階層により構成され、階層ごとに複数のメニュー項目ＭＫが属している。本実施形態のＯ
ＳＤメニュー画面の階層は、最上位の階層である最上位階層（第１の階層）と、最下位の
階層である最下位階層（第３の階層）と、最上位階層と最下位階層との間の階層である中
位階層（第２の階層）との３つに大きく分けられる。中位階層は、最上位階層の下位の階
層であり、最下位階層の上位の階層である。
【００４０】
　図３は、ＯＳＤメニュー画面の階層と各階層に属するメニュー項目ＭＫとの一例を示す
図である。
【００４１】
　図３では、ＯＳＤメニュー画面の階層が最大４階層であるものとする。
【００４２】
　図３に示す第１階層ＫＳ１は、最上位階層である。第１階層ＫＳ１に属するメニュー項
目ＭＫは、メニュー種別を最も大きく分類した項目であり、最上位階層に属するメニュー
項目ＭＫ（以下、最上位メニュー項目ＭＫと表現する）（第１のメニュー項目）である。
図３では、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫとして、メニュー項目ＭＫ１１、Ｍ
Ｋ１２、ＭＫ１３、ＭＫ１４の４つを代表して示している。
　メニュー項目ＭＫ１１は、画質に関するメニュー項目ＭＫを表示するため項目である。
メニュー項目ＭＫ１２は、映像に関するメニュー項目ＭＫを表示するための項目である。
メニュー項目ＭＫ１３は、拡張設定以外の設定に関するメニュー項目ＭＫを表示するため
項目である。メニュー項目ＭＫは、拡張設定に関するメニュー項目ＭＫを表示するための
項目である。
【００４３】
　第２階層ＫＳ２に属するメニュー項目ＭＫは、第１階層ＫＳ１に属する１のメニュー項
目ＭＫを細かく分類した項目である。第２階層ＫＳ２は、第２階層ＫＳ２に属する１のメ
ニュー項目ＭＫによって中位階層又は最下位階層のいずれかに相当する。図３では、第２
階層ＫＳ２に属するメニュー項目ＭＫを更に細かく分類する項目があるものとする。した
がって、図３では、２つの第２階層ＫＳ２を例示しているが、いずれの第２階層ＫＳ２も
中位階層に相当する。
【００４４】
　第２階層ＫＳ２に属するメニュー項目ＭＫは、図３において中位階層に属するメニュー
項目ＭＫ（以下、中位メニュー項目ＭＫと表現する）（第２のメニュー項目）である。図
３では、第２階層ＫＳ２に属するメニュー項目ＭＫとして、メニュー項目ＭＫ２１、ＭＫ
２２、ＭＫ２３、ＭＫ２４、ＭＫ２５の５つを代表して示している。
　メニュー項目ＭＫ２１、ＭＫ２２は、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫ１３を細か
く分類した項目である。メニュー項目ＭＫ２１は、投射画面を分割し２つの画像を表示す
る２画面表示に関するメニュー項目ＭＫを表示するための項目である。メニュー項目ＭＫ
２２は、投射された画像に対する幾何学補正に関するメニュー項目ＭＫを表示するため項
目である。
　メニュー項目ＭＫ２３、ＭＫ２４、ＭＫ２５は、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫ
１４を細かく分類したメニュー項目ＭＫである。
　メニュー項目ＭＫ２３は、プロジェクター１００の表示に関するメニュー項目ＭＫを表
示させるための項目である。メニュー項目ＭＫ２４は、プロジェクター１００の設置に関
するメニュー項目ＭＫを表示させるための項目である。メニュー項目ＭＫ２５は、プロジ
ェクター１００を複数台並べて投射する際に関するメニュー項目ＭＫを表示させるための
項目である。
【００４５】
　第３階層ＫＳ３に属するメニュー項目ＭＫは、第２階層ＫＳ２に属する１のメニュー項
目ＭＫを細かく分類した項目である。第３階層ＫＳ３は、第３階層ＫＳ３に属する１のメ
ニュー項目ＭＫによって中位階層又は最下位階層のいずれかに相当する。図３では、第３
階層ＫＳ３に属するメニュー項目ＭＫを更に細かく分類する項目があるものとする。した
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がって、図３では、２つの第３階層ＫＳ３を例示しているが、いずれの第３階層ＫＳ３も
中位階層に相当する。
【００４６】
　第３階層ＫＳ３に属するメニュー項目ＭＫは、図３において中位メニュー項目ＭＫであ
る。図３では、第３階層ＫＳ３に属するメニュー項目ＭＫとして、メニュー項目ＭＫ３１
、ＭＫ３２、ＭＫ３３、ＭＫ３４、ＭＫ３５、ＭＫ３６、ＭＫ３７、ＭＫ３８の８つを代
表して示している。
　メニュー項目ＭＫ３１、ＭＫ３２、ＭＫ３３、ＭＫ３４は、メニュー項目ＭＫ２２を細
かく分類したメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ３１は、投射画像に対して縦及
び横方向の形状補正に関するメニュー項目ＭＫを表示するための項目である。メニュー項
目ＭＫ３２は、曲面に投射された画像に対する形状補正を行う曲面補正に関するメニュー
項目ＭＫを表示するための項目である。メニュー項目ＭＫ３３は、格子状に配置されたポ
イントの調整により投射画像の形状補正を行うポイント補正に関するメニュー項目ＭＫを
表示するための項目である。メニュー項目ＭＫ３４は、投射画像のコーナーの形状補正を
行うコーナー補正に関するメニュー項目ＭＫを表示するための項目である。
　メニュー項目ＭＫ３５、ＭＫ３６、ＭＫ３７、ＭＫ３８は、メニュー項目ＭＫ２５を細
かく分類したメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ３５は、複数のプロジェクター
１００をリモコン５から操作する際にプロジェクター１００を識別するためのＩＤを設定
するための項目である。メニュー項目ＭＫ３６は、複数のプロジェクター１００を所定の
基準でグルーピングするための項目である。メニュー項目ＭＫ３７は、複数のプロジェク
ター１００によってタイリング投射する際に係るメニュー項目ＭＫを表示させる項目であ
る。メニュー項目ＭＫ３８は、エッジブレンディング処理に係るメニュー項目ＭＫを表示
させる項目である。
【００４７】
　第４階層ＫＳ４は、最下位階層である。第４階層ＫＳ４に属するメニュー項目ＭＫは、
第１階層ＫＳ１に属する１のメニュー項目ＭＫを最も細かく分類した項目であり、最下位
階層に属するメニュー項目ＭＫ（以下、最下位メニュー項目ＭＫと表現する）（第３のメ
ニュー項目）である。
【００４８】
　図３では、第４階層ＫＳ４に属するメニュー項目ＭＫとして、メニュー項目ＭＫ４１、
ＭＫ４２、ＭＫ４３、ＭＫ４４、ＭＫ４５、ＭＫ４６、ＭＫ４７、ＭＫ４８の８つを代表
して示している。
　メニュー項目ＭＫ４１、ＭＫ４２、ＭＫ４３、ＭＫ４４は、第３階層ＫＳ３に属するメ
ニュー項目ＭＫ３３を細かく分類したメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ４１は
、ポイント補正を実行するためのメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ４２は、ポ
イント補正を行う際の交点数（ポイント数）を設定するためのメニュー項目ＭＫである。
メニュー項目ＭＫ４３は、ポイント補正において格子線の表示色を設定するためのメニュ
ー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ４４は、実行したポイント補正を取り止めるための
メニュー項目ＭＫである。
　メニュー項目ＭＫ４５、ＭＫ４６、ＭＫ４７、ＭＫ４８は、第３階層ＫＳ３に属するメ
ニュー項目ＭＫ３８を細かく分類したメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ４５は
、エッジブレンディングのオンオフを設定するメニュー項目ＭＫである。メニュー項目Ｍ
Ｋ４６は、エッジブレンディングを開始する開始位置を設定するメニュー項目ＭＫである
。メニュー項目ＭＫ４７は、エッジブレンディングの曲線種類を設定するメニュー項目Ｍ
Ｋである。メニュー項目ＭＫ４８は、プロジェクター１００の位置合わせのためのマーク
を表示するためのメニュー項目ＭＫである。メニュー項目ＭＫ４９は、テストパターンを
表示するためのメニュー項目ＭＫである。
【００４９】
　図４は、本実施形態に係るプロジェクター１００の動作を示すフローチャートである。
【００５０】
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　図４に示すフローチャートの開始時点では、ＯＳＤメニュー画面がスクリーンＳＣに表
示されているものとする。
【００５１】
　プロジェクター１００の制御部１７０は、操作部１３０からの操作信号の入力に基づい
て、操作パネル１３１が備える操作ボタンが操作されたか否かを判別する（ステップＳ１
）。制御部１７０は、操作ボタンが操作されていないと判別した（ステップＳ１：ＮＯ）
、処理をステップＳ１に戻し、操作ボタンへの操作を監視する。
【００５２】
　一方で、制御部１７０は、操作ボタンが操作されたと判別した場合（ステップＳ１：Ｙ
ＥＳ）、操作部１３０から入力された操作信号に基づいて、操作された操作ボタンが、決
定ボタンＫＢであるか、取消ボタンＴＢであるか、方向ボタンＨＢであるか否かを判別す
る（ステップＳ２）。
【００５３】
　制御部１７０は、操作された操作ボタンが決定ボタンＫＢであると判別した場合（ステ
ップＳ２：「決定ボタン」）、決定ボタンＫＢに対する操作が長押し操作（第２の操作）
であるか短押し操作（第１の操作）であるかを判別する（ステップＳ３）。長押し操作と
は、操作ボタンを押下する時間が短押し操作より長い操作である。一方で、短押し操作と
は、操作ボタンを押下する時間が長押し操作より短い操作である。
【００５４】
　制御部１７０は、決定ボタンＫＢに対する操作が長押し操作であると判別した場合（ス
テップＳ３：「長押し操作」）、記憶部１６０が記憶する操作順に基づいて最下位階層に
属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ４）。操作順とは、メニュー項目ＭＫ
が操作された順である。例えば、メニュー項目ＭＫ１３、ＭＫ２２、ＭＫ３３、ＭＫ４１
の順で操作された場合、操作順は、この順を示す。なお、この操作順が記憶部１６０に記
憶されている場合、制御部１７０は、ステップＳ４においてメニュー項目ＭＫ４１が属す
る第４階層ＫＳ４のメニュー項目ＭＫを表示させる。
【００５５】
　一方で、制御部１７０は、決定ボタンＫＢに対する操作が短押し操作であると判別した
場合（ステップＳ３：「短押し操作」）、決定ボタンＫＢを操作し選択したメニュー項目
ＭＫが属する階層に下位の階層があるか否かを判別する（ステップＳ５）。
【００５６】
　制御部１７０は、決定ボタンＫＢを操作して選択したメニュー項目ＭＫが属する階層に
下位の階層がないと判別した場合（ステップＳ５：ＮＯ）、選択したメニュー項目ＭＫに
対応する処理を実行する（ステップＳ６）。そして、制御部１７０は、決定ボタンＫＢを
操作して選択したメニュー項目ＭＫの操作順を記憶部１６０に記憶する（ステップＳ８）
。
【００５７】
　一方で、制御部１７０は、決定ボタンＫＢを操作して選択したメニュー項目ＭＫに下位
の階層があると判別した場合（ステップＳ５：ＹＥＳ）、この下位の階層に属するメニュ
ー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ７）。次いで、制御部１７０は、ステップＳＢ７に
おいてメニュー項目ＭＫを表示させるために操作したメニュー項目ＭＫの操作順を記憶部
１６０に記憶する（ステップＳ８）。
【００５８】
　ステップＳ２の説明に戻り、制御部１７０は、操作された操作ボタンが方向ボタンＨＢ
であると判別した場合（ステップＳ２：「方向ボタン」）、方向ボタンＨＢが操作された
階層において方向ボタンＨＢの操作に対応したメニュー項目ＭＫを選択する（ステップＳ
９）。ここでいう選択とは、決定ボタンＫＢの操作対象の選択である。
【００５９】
　ステップＳ２の説明に戻り、制御部１７０は、操作された操作ボタンが取消ボタンＴＢ
であると判別した場合（ステップＳ２：「取消ボタン」）、取消ボタンＴＢが操作された
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階層が最上位階層であるか否かを判別する（ステップＳ１０）。
【００６０】
　制御部１７０は、取消ボタンＴＢが操作された階層が最上位階層であると判別した場合
（ステップＳ１０：ＹＥＳ）、ＯＳＤメニュー画面の表示を取り止める（ステップＳ１１
）。
【００６１】
　一方で、制御部１７０は、取消ボタンＴＢが操作された際の階層が最上位階層でないと
判別した場合（ステップＳ１０：ＮＯ）、取消ボタンＴＢに対する操作が長押し操作であ
るか短押し操作であるかを判別する（ステップＳ１２）。
【００６２】
　制御部１７０は、取消ボタンＴＢに対する操作が短押し操作であると判別した場合（ス
テップＳ１２：「短押し操作」）、取消ボタンＴＢを操作して選択したメニュー項目ＭＫ
に対応する１つ上位の階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ１３）。
【００６３】
　一方で、制御部１７０は、取消ボタンＴＢに対する操作が長押し操作であると判別した
場合（ステップＳ１２：「長押し操作」）、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示
させる（ステップＳ１３）。
【００６４】
　以下、図４、及び図５を参照し、プロジェクター１００が、第４階層ＫＳ４に属するメ
ニュー項目ＭＫ４１に対応する処理を実行し、その後に他の第４階層ＫＳ４に属するメニ
ュー項目ＭＫ４５に対応する処理を実行し、再度メニュー項目ＭＫ４１に対応する処理を
実行するまでのプロジェクター１００の動作について説明する。
【００６５】
　図５は、決定ボタンＫＢ及び取消ボタンＴＢに対する操作と、この操作に対応した階層
移行との関係を示す図である。図５に示す階層構造、及び各階層に属するメニュー項目Ｍ
Ｋは、図２と同じである。図５では、メニュー項目ＭＫ１３からメニュー項目ＭＫ４１ま
での経路と、メニュー項目ＭＫ１４からメニュー項目ＭＫ４５までの経路とを太線で明示
している。
【００６６】
　プロジェクター１００の制御部１７０は、メニューボタンＭＢが操作されると、投射部
１１０を制御して、ＯＳＤメニュー画面をスクリーンＳＣに表示する。ＯＳＤメニュー画
面は、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫを表示している。
【００６７】
　ここで、方向ボタンＨＢの操作に基づいて第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫか
らメニュー項目ＭＫ１３を選択され（ステップＳ９）、決定ボタンＫＢが短押し操作され
たとする。制御部１７０は、決定ボタンＫＢが短押し操作されたと判別して（ステップＳ
３：「短押し操作」）、メニュー項目ＭＫ１３を細かく分類した第２階層ＫＳ２に属する
メニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ７）。図５の場合、制御部１７０は、メニュ
ー項目ＭＫ２１、ＭＫ２２を含み、メニュー項目ＭＫ２３、ＭＫ２４、ＭＫ２５を含まな
いメニュー項目ＭＫを表示させる。そして、制御部１７０は、メニュー項目ＭＫ１３が１
番目に操作されたことを示す操作順を記憶部１６０に記憶する（ステップＳ８）。
【００６８】
　ここで、メニュー項目ＭＫ１３を細かく分類した第２階層ＫＳ２において、方向ボタン
ＨＢの操作でメニュー項目ＭＫ２２が選択され（ステップＳ９）、決定ボタンＫＢが短押
し操作されたとする。制御部１７０は、決定ボタンＫＢが短押し操作されたと判別して（
ステップＳ３：「短押し操作」）、メニュー項目ＭＫ２２を細かく分類した第３階層ＫＳ
３に属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ７）。図５の場合、制御部１７０
は、メニュー項目ＭＫ３１、ＭＫ３２、ＭＫ３３、ＭＫ３４を含み、メニュー項目ＭＫ３
５、ＭＫ３６、ＭＫ３７、ＭＫ３８を含まないメニュー項目ＭＫを表示させる。そして、
制御部１７０は、メニュー項目ＭＫ１３、メニュー項目ＭＫ２２の順でメニュー項目ＭＫ
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が操作されたことを示す操作順を記憶部１６０に記憶する（ステップＳ８）。
【００６９】
　さらに、メニュー項目ＭＫ２２を細かく分類した第３階層ＫＳ３において、方向ボタン
ＨＢの操作でメニュー項目ＭＫ３３が選択され（ステップＳ９）、決定ボタンＫＢが短押
し操作されたとする。制御部１７０は、決定ボタンＫＢが短押し操作されたと判別して（
ステップＳ３：「短押し操作」）、メニュー項目ＭＫ３３を細かく分類した第４階層ＫＳ
４に属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ７）。図５の場合、制御部１７０
は、メニュー項目ＭＫ４１、ＭＫ４２、ＭＫ４３、ＭＫ４４を表示させる。そして、制御
部１７０は、メニュー項目ＭＫ１３、メニュー項目ＭＫ２２、メニュー項目ＭＫ３３の順
でメニュー項目ＭＫが操作されたことを示す操作順を記憶部１６０に記憶する（ステップ
Ｓ８）。
【００７０】
　ここで、メニュー項目ＭＫ３３を細かく分類した第４階層ＫＳ４において、方向ボタン
ＨＢの操作でメニュー項目ＭＫ４１が選択され（ステップＳ９）、決定ボタンＫＢが短押
し操作されたする。制御部１７０は、決定ボタンＫＢが短押し操作されたと判別して（ス
テップＳ３：「短押し操作」）、また、メニュー項目ＭＫ４１より下位に階層がないと判
別し（ステップＳ５：ＮＯ）、メニュー項目ＭＫ４１に対応する処理を実行する。すなわ
ち、制御部１７０は、ポイント補正を実行する。そして、制御部１７０は、メニュー項目
ＭＫ１３、メニュー項目ＭＫ２２、メニュー項目ＭＫ３３、メニュー項目ＭＫ４１の順で
メニュー項目ＭＫが操作されたことを示す操作順を記憶部１６０に記憶する（ステップＳ
８）。
【００７１】
　メニュー項目ＭＫ４１からメニュー項目ＭＫ４５を選択するためには、階層を第４階層
ＫＳ４から第１階層ＫＳ１に移行させ、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫを一度
表示させる必要である。制御部１７０は、第４階層ＫＳ４から第１階層ＫＳ１へ移行させ
る際、操作部１３０が受け付けた取消ボタンＴＢに対する操作に応じて、異なる移行を行
う。なお、取消ボタンＴＢは、第１のボタンの一例である。
【００７２】
　制御部１７０は、メニュー項目ＭＫ３３を細かく分類した第４階層ＫＳ４が属するメニ
ュー項目ＭＫが表示しているときに、取消ボタンＴＢが短押し操作されると、階層を当該
第４階層ＫＳ４の一つ上位の第３階層ＫＳ３へ移行させ、メニュー項目ＭＫ２２を細かく
分類した第３階層ＫＳ３に属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ１３）。こ
のように、制御部１７０は、取消ボタンＴＢが短押し操作されると、階層を一つ上位の階
層に移行させ、移行した階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。制御部１７０は、
この移行、及び表示を繰り返すことで、第４階層ＫＳ４から第１階層ＫＳ１に移行させ、
第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。
【００７３】
　また、制御部１７０は、メニュー項目ＭＫ３３を細かく分類した第４階層ＫＳ４に属す
るメニュー項目ＭＫが表示しているときに、取消ボタンＴＢが長押し操作されると、第３
階層ＫＳ３、及び第２階層ＫＳ２を経ることなく、階層を当該第４階層ＫＳ４から第１階
層ＫＳ１へ移行させ、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップ
Ｓ１４）。このように、制御部１７０は、取消ボタンＴＢが長押し操作されると、階層を
最上位階層に移行させ、移行した最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。
【００７４】
　このように、制御部１７０は、最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示していると
きに、操作部１３０が取消ボタンＴＢに対する短押し操作を受け付けると、中位階層に属
するメニュー項目ＭＫを表示させる。また、制御部１７０は、最下位階層に属するメニュ
ー項目ＭＫを表示しているときに、操作部１３０が取消ボタンＴＢに対する長押し操作を
受け付けると、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。
　これにより、制御部１７０は、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示する際に一
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つずつ階層を上る必要がなく、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示するまでに要
する時間を短縮できる。また、制御部１７０は、操作部１３０が受け付ける操作に応じて
、異なる上位の階層に属するメニュー項目ＭＫを表示できるため、上位の階層に属するメ
ニュー項目ＭＫを表示させる際のプロジェクター１００の使い勝手が向上する。
【００７５】
　第４階層ＫＳ４に属するメニュー項目ＭＫ４５を操作ボタンにより選択するためには、
第１階層ＫＳ１からメニュー項目ＭＫ４５が属する第４階層ＫＳ４まで階層移行が必要で
ある。制御部１７０は、上述したように決定ボタンＫＢが短押し操作がされるたびに、階
層の移行と移行した階層に属するメニュー項目ＭＫの表示とを行う。これにより、制御部
１７０は、メニュー項目ＭＫ１４を細かく分類した第２階層ＫＳ２に属するメニュー項目
ＭＫを表示させ、その後にメニュー項目ＭＫ２５を細かく分類した第３階層ＫＳ３に属す
るメニュー項目ＭＫを表示させ、その後にメニュー項目ＭＫ４５を細かく分類した第４階
層ＫＳ４に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。
【００７６】
　ここで、メニュー項目ＭＫ３８を細かく分類した第４階層ＫＳ４において、方向ボタン
ＨＢの操作でメニュー項目ＭＫ４５が選択され、決定ボタンＫＢが短押し操作されたとす
る。制御部１７０は、決定ボタンＫＢが短押し操作されたと判別して（ステップＳ３：「
短押し操作」）、また、メニュー項目ＭＫ４５の下位に階層がないと判別し（ステップＳ
５：ＮＯ）、メニュー項目ＭＫ４５に対応する処理を実行する。すなわち、制御部１７０
は、エッジブレンディング機能の実行のオンオフを切り替える。
【００７７】
　そして、制御部１７０は、メニュー項目ＭＫ１４、メニュー項目ＭＫ２５、メニュー項
目ＭＫ３８、メニュー項目ＭＫ４１の順でメニュー項目ＭＫが操作されたことを示す操作
順を記憶部１６０に記憶する（ステップＳ８）。この操作順は、第１階層ＫＳ１に属する
メニュー項目ＭＫごとに記憶される。
【００７８】
　メニュー項目ＭＫ４５から再度メニュー項目ＭＫ４１を選択するためには、階層を第４
階層ＫＳ４から第１階層ＫＳ１に移行させ、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫを
一度表示させる必要である。制御部１７０は、取消ボタンＴＢが短押し操作された場合、
一つずつ上位の階層に移行させ、取消ボタンＴＢが長押し操作されたら最上位階層へ移行
させる。
【００７９】
　再度メニュー項目ＭＫ４１を選択するためには、第１階層ＫＳ１からメニュー項目ＭＫ
４１が属する第４階層ＫＳ４に移行させる必要がある。制御部１７０は、第１階層ＫＳ１
に属するメニュー項目ＭＫを表示しているときに、決定ボタンＫＢが長押し操作されると
、上述した短押し操作と異なる階層移行を行う。
【００８０】
　制御部１７０は、第１階層ＫＳ１に属するメニュー項目ＭＫが表示されており、メニュ
ー項目ＭＫ１３が選択されているときに、決定ボタンＫＢが長押し操作されると、記憶部
１６０からメニュー項目ＭＫ１３に対応する操作順を読み出す。そして、制御部１７０は
、読み出した操作順に従って移行する階層の中で最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを
表示させる。再度、メニュー項目ＭＫ４１を表示させる際、記憶部１６０には、メニュー
項目ＭＫ１３、メニュー項目ＭＫ２２、メニュー項目ＭＫ３３、メニュー項目ＭＫ４１の
順で操作されたことを示す操作順が記憶されている。したがって、この操作順に従って移
行する階層の中で最下位階層に属するメニュー項目ＭＫは、メニュー項目ＭＫ４１である
。そのため、制御部１７０は、決定ボタンＫＢが長押し操作されると、第１階層ＫＳ１か
らメニュー項目ＭＫ４１が属する第４階層ＫＳ４に移行させ、当該第４階層ＫＳ４に属す
るメニュー項目ＭＫを表示させる（ステップＳ４）。
【００８１】
　このように、制御部１７０は、最上位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示していると
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きに、操作部１３０が決定ボタンＫＢに対する長押し操作を受け付けると、記憶部１６０
が記憶した操作順に基づいて最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる。
　これにより、制御部１７０は、一つずつ階層を下らなくとも最下位階層に属するメニュ
ー項目ＭＫを表示させることができ、最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示するま
でに要する時間を短縮できる。
【００８２】
　また、記憶部１６０は、最上位メニュー項目ＭＫごとに、操作順を記憶する。そのため
、制御部１７０は、最上位メニュー項目ＭＫごとに、適切な最下位階層に属するメニュー
項目ＭＫを表示できる。
【００８３】
　また、長押し操作と短押し操作とは、階層を下る際において決定ボタンＫＢへの異なる
操作であり、階層を上る際において取消ボタンＴＢへの異なる操作である。そのため、操
作パネル１３１は、階層移行の態様に応じた操作ボタンを備える必要がない。そのため、
プロジェクター１００の使い勝手を向上しつつ、プロジェクター１００にかかるコストを
削減できる。
【００８４】
　決定ボタンＫＢと取消ボタンＴＢとに対する操作に応じた階層移行は、例えば、複数の
プロジェクター１００により１の投射画像をスクリーンＳＣに形成する際に好適な階層移
行である。複数のプロジェクター１００によって１の投射画像を形成する際におけるポイ
ント補正では、補正精度を高めるため、エッジブレンディング機能のオンオフを切り替え
ながら行われることがある。ここで図３、及び図５に示すように、メニュー項目ＭＫ４１
とメニュー項目ＭＫ４５とのそれぞれが異なる第４階層ＫＳ４に属すると、最上位階層へ
の移行、及び最下位階層への移行が多く発生する可能性が高い。そこで、上述したように
、決定ボタンＫＢの長押し操作で最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させ、取消
ボタンＴＢの長押し操作で最上位階層に属するメニュー項目を表示させることで、上記ポ
イント補正に要する時間を短縮できる。
【００８５】
　以上、説明したように、プロジェクター１００（画像表示装置）は、メニュー項目ＭＫ
を表示する投射部１１０（表示部）と、操作を受け付ける操作部１３０と、操作部１３０
が、最上位階層（最上位の第１の階層）に属する最上位メニュー項目ＭＫ（第１のメニュ
ー項目）を選択する操作を受け付けると、投射部１１０に中位階層（第２の階層）に属す
る中位メニュー項目ＭＫ（第２のメニュー項目）を表示させ、操作部１３０が、中位メニ
ュー項目ＭＫを選択する操作を受け付けると、投射部１１０に最下位階層（第３の階層）
に属する最下位メニュー項目ＭＫ（第３のメニュー項目）を表示させる制御部１７０と、
を備える。制御部１７０は、投射部１１０が最下位メニュー項目ＭＫを表示しているとき
に、操作部１３０が短押し操作（第１の操作）を受け付けると、投射部１１０に中位メニ
ュー項目ＭＫを表示させる。また、制御部１７０は、最下位メニュー項目ＭＫを表示して
いるときに、操作部１３０が長押し操作（第２の操作）を受け付けると、投射部１１０に
最上位メニュー項目ＭＫを表示させる。
【００８６】
　この構成によれば、最下位メニュー項目ＭＫを表示しているときに、長押し操作を受け
付けると最上位メニュー項目ＭＫを表示させるため、最上位メニュー項目ＭＫを表示する
際に所定期間の経過を待つことや、一つずつ階層を上る必要がない。そのため、最上位メ
ニュー項目ＭＫを表示するまでに要する時間を短縮できる。また、操作部１３０が受け付
ける操作を異ならせることで、異なる上位の階層に属するメニュー項目ＭＫを表示できる
ため、上位の階層に属するメニュー項目ＭＫを表示させる際のプロジェクター１００の使
い勝手が向上する。
【００８７】
　また、プロジェクター１００は、最上位メニュー項目ＭＫ、中位メニュー項目ＭＫ、及
び最下位メニュー項目ＭＫが操作された操作順を記憶する記憶部１６０を備える。制御部
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１７０は、最上位メニュー項目ＭＫが表示しているときに、操作部１３０が長押し操作を
受け付けると、記憶部１６０が記憶する操作順に基づいて投射部１１０に最下位メニュー
項目ＭＫを表示させる。
【００８８】
　この構成によれば、記憶部１６０が記憶する操作順に基づいて最下位メニュー項目ＭＫ
を表示させるために一つずつ階層を下る必要がないため、最下位メニュー項目ＭＫを表示
するまでに要する時間を短縮できる。
【００８９】
　また、記憶部１６０は、最上位メニュー項目ＭＫごとに、操作順を記憶する。
【００９０】
　この構成によれば、最上位メニュー項目ＭＫごとに操作順を記憶するため、最上位メニ
ュー項目ごとに、適切な最下位階層に属するメニュー項目ＭＫを表示できる。
【００９１】
　また、長押し操作、及び短押し操作は、同じ操作ボタンへの異なる操作である。
【００９２】
　この構成によれば、長押し操作、及び短押し操作ごとに対応する操作ボタンを設ける必
要がなく、プロジェクター１００の使い勝手の向上を図りつつ、プロジェクター１００の
コストを削減できる。
【００９３】
　上述した実施形態及び変形例は、本発明の好適な実施の形態である。ただし、これに限
定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々の変形実施が可能
である。
【００９４】
　例えば、上述した実施形態では、操作パネル１３１に対する操作に基づくプロジェクタ
ー１００の動作を説明したが、リモコン５に対する操作でも同様の動作を実行してもよい
。
【００９５】
　例えば、上述した実施形態では、プロジェクター１００が、透過型の液晶パネルを用い
た液晶プロジェクターである場合について説明したが、反射型の液晶パネルやデジタルミ
ラーデバイスを用いたプロジェクターであってもよい。
【００９６】
　また、例えば、上述したプロジェクター１００の制御方法（画像表示装置の制御方法）
が、プロジェクター１００が備えるコンピューター、又は、プロジェクター１００に接続
される外部装置を用いて実現される場合、本発明を、当該方法を実現するためにコンピュ
ーターが実行するプログラム、このプログラムをコンピューターで読み取り可能に記録し
た記録媒体、或いは、このプログラムを伝送する伝送媒体の態様で構成することも可能で
ある。
【００９７】
　また、制御部１７０を上述した各機能ブロックの機能は、プログラムを記憶した記憶媒
体、プログラムを配信するサーバー装置、上記プログラムを伝送する伝送媒体、上記プロ
グラムを搬送波内に具現化したデータ信号等の形態で実現することもできる。記憶媒体と
しては、コンピューターが読み取り可能な種々の媒体を利用することができ、磁気的、光
学的記憶媒体あるいは半導体メモリーデバイスを用いるもののいずれであってもよく、そ
の他の種類の記憶媒体をしようしてもよい。また、メモリーカード等の可搬型記憶媒体で
あってもよい。また、記憶媒体は、上記装置と通信回線を介して接続された装置が備える
記憶媒体であってもよい。上記プログラムは、オペレーティングシステムを実装して動作
する装置において、オペレーティングシステム上で動作する単体のアプリケーションプロ
グラムとして実装することができる。また、単体のアプリケーションプログラムに限らず
、オペレーティングシステム、デバイスドライバー、及び、アプリケーションプログラム
のうち複数の機能として実装されてもよい。
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【００９８】
　また、図４に示すフローチャートの処理単位は、プロジェクター１００の制御部１７０
の処理を理解容易にするために、主な処理内容に応じて分割したものである。図４のフロ
ーチャートに示す処理単位の分割の仕方や名称によって本発明が制限されることはない。
また、制御部１７０の処理は、処理内容に応じて、さらに多くの処理単位に分割すること
もできるし、１つの処理単位がさらに多くの処理を含むように分割することもできる。ま
た、上記のフローチャートの処理順序も、図示した例に限られるものではない。
【００９９】
　また、図１に示すプロジェクター１００の各機能部は、ハードウェアとソフトウェアと
の協働により実現される機能的構成を示すものであって、具体的な実装形態は特に制限さ
れない。従って、必ずしも各機能部に個別に対応するハードウェアが実装される必要はな
く、一つのプロセッサーがプログラムを実行することで複数の機能部の機能を実現する構
成とすることも勿論可能である。また、上記実施形態においてソフトウェアで実現されて
いる機能の一部をハードウェアで実現してもよく、あるいは、ハードウェアで実現されて
いる機能の一部をソフトウェアで実現してもよい。
【０１００】
　また、本発明の画像表示装置は、スクリーンＳＣに画像を投射するプロジェクターに限
定されない。例えば、画像表示装置は、液晶表示パネルに画像を表示する液晶モニター若
しくは液晶テレビ、又はＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）に画像を表示するモニタ
ー装置若しくはテレビ受像機、又はＯＬＥＤ（Organic light-emitting diode）やＯＥＬ
（Organic Electro-Luminescence）等と呼ばれる有機ＥＬ表示パネルに画像を表示するモ
ニター装置若しくはテレビ受像機等の自発光型の表示装置など、各種の表示装置も本発明
の画像表示装置に含まれる。
【符号の説明】
【０１０１】
　５…リモコン、１００…プロジェクター（画像表示装置）、１１０…投射部（表示部）
、１１１…光源部、１１２…光変調装置、１１３…投射光学系、１２０…駆動部、１２１
…光源駆動部、１２２…光変調装置駆動部、１２３…投射光学系駆動部、１３０…操作部
、１３１…操作パネル、１３３…リモコン受光部、１３５…入出力Ｉ／Ｆ部、１４０…撮
像部、１４５…通信インターフェース部、１５１…画像入力Ｉ／Ｆ部、１５３…フレーム
メモリー、１５５…画像処理部、１５７…ＯＳＤ処理部、１６０…記憶部、１７０…制御
部、１８０…バス、ＫＢ…決定ボタン、ＫＳ１…第１階層（第１の階層）、ＫＳ２…第２
階層（第２の階層）、ＫＳ３…第３階層（第２の階層）、ＫＳ４…第４階層（第３の階層
）、ＭＫ、ＭＫ１１～ＭＫ１４、ＭＫ２１～ＭＫ２５、ＭＫ３１～ＭＫ３８、ＭＫ４１～
ＭＫ４９…メニュー項目、ＳＣ…スクリーン、ＴＢ…取消ボタン（第１のボタン）。



(18) JP 2019-133237 A 2019.8.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(19) JP 2019-133237 A 2019.8.8

【図５】



(20) JP 2019-133237 A 2019.8.8

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)           Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｅ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ        　　　　　

Ｆターム(参考) 5C182 AA02  AA03  AA04  AA11  AC13  BA03  BC22  CA01  CA32  CB11 
　　　　 　　        CB12  CB54  CC21  DA06  DA14  DA65 
　　　　 　　  5E555 AA04  AA12  BA29  BB29  BC04  CA21  CB33  CB57  DB13  DC08 
　　　　 　　        DC15  FA00 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

